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(7) 交通不便地域における新たな生活交通確保 

市内の公共交通が不便な地域に約 20 万人が居住しています。このような地域の移動手段を確

保するために、新たな生活交通の導入を進めます。導入により、地域住民の外出機会を創出し、

地域活力の維持・向上が期待できます。また、地域で地域の公共交通を考えるきっかけにもつな

がります。 

 

岡山市の生活交通の役割・位置づけ 1) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組みの体制 2) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【役割①】公共交通の利用が不便な地域における日常生活の移動手段 

・ 公共交通が不便な地域に 20 万人が居住しており、このような地域の移動手段を確保す

る

【役割②】外出機会を創出し、地域活力を維持・向上する手立て 

・ 外出頻度が減少する高齢者等の交通弱者の移動手段を確保し、生活圏内のスーパーや病

院等を結ぶことで、地域内の消費活動を創出する。 

【役割③】地域で地域の公共交通を考えるきっかけ 

・ 地元組織が主体となって取組むことで、地域で地域の公共交通を考える機会とする。 

・ 地域住民で守り育てる持続可能な生活交通とするため、運営主体を地元検討組織とする。 

・ 地元検討組織は、市の技術面・費用面での支援の中で、運行計画の検討から利用促進など、

様々な役割を担う。 
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新たな生活交通導入の流れ 3) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

迫川地区生活交通を考える会 足守地区の生活交通をまもる会

・ 生活交通の導入に向けた地元検討組織の設置後、ニーズ調査等に基づき検討した運行計画

で試験運行を実施し、本格導入の判断及び運行計画の策定を行う。 
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交通不便者の実態 4) 
駅やバス停までの距離に加え、スーパー・病院までの距離も一定以上離れている人口を集計し

ました。その結果、交通不便者の高齢者割合が高い 20 小学校区をみると、地元検討組織が設置

された5地区が含まれており、今後はこれらの地区で新たな生活交通導入の必要が高まる可能性

があると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コミュニティバス 

等運行中 

（御津・建部・足守） 

 
馬屋上・野谷  牧山 

（牧石） 

 千種

 角山

 
迫川 

 

交通不便者の高齢者割合 

30％未満 

30％以上 40％未満 

40％以上 50％未満 

50％以上 

都心

都市拠点

地域拠点

鉄道

バス

 生活交通の導入検討地区（5 箇所）  

  駅800m・バス停300m、スーパー・病院500m圏域 

交通不便者の高齢者割合が 

高い上位20学区 

※    は地元組織を設置済み

• 駅から 800m、バス停から 300m 以上

離れており、かつスーパー・病院の

いずれかから 500m 以上離れている

人口（2016 年住民基本台帳） 
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迫川地区生活交通「ブンタク」（モデルケース） 

モデル地区での取組み：迫川地区生活交通「ブンタク」 5) 
南区の迫川地区では、地域住民の買い物や通院等の日常生活に必要な移動手段を確保すること

を目的として、「迫川地区生活交通を考える会」が実施主体となって、岡山市の技術面・費用面で

の支援のもと、デマンド（予約）型乗合タクシーの運行が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容

・ 2011年度に市が交通不便地域に関する
　 実態調査を実施し、その結果を用いて
    複数地域で住民説明会を開催

・ その後、取組み意向を示した迫川地区
    をモデルケースとして、2015年度より地
    元検討組織が主体となって検討を開始

・ 14回の検討会議、アンケート調査や
    事業者の選定、運行計画の策定等を経て、
    2016年11月より試験運行開始

・ 2018年度からの本格運行移行に向けて、
    利用促進や運行改善について検討中

形 態 デマンド（予約）型乗合タクシー（区域運行）

便 数 週３日、６往復（１２便）

経 費 １便あたり2,600円（運行事業者が提案）

料 金

１人１回 500  円
　※２人利用の場合は１人400円
　　３人利用の場合は１人300円
　※４人利用の場合は１人200円
　※6歳未満は無料、12歳以下は半額、
      身体障害者手帳・療育手帳、愛カー
      ド提示者は50円引き

車 両 セダン（4人乗り）

事業者 岡山旭交通株式会社

経 緯

迫川地区生活交通を考える会 
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自転車走行空間整備の基本的な考え方 

(8) 自転車走行空間の整備 

岡山市は、政令指定都市における通勤・通学時の交通手段として、自転車の分担率が全国で 3

番目と高いですが、市内の自転車利用環境に関する満足度が低い状況です。誰もが自転車を“安

全”で“便利”に“楽しく”使うことができる都市『自転車先進都市おかやま』を目指して、自

転車走行空間の整備を進めます。 

 

 

・ 自転車先進都市を実現するため、自転車利用にかかわる 5 つの施策分野（「走る」、「停める」、

「使う」、「楽しむ」、「学ぶ」）毎に目標達成に向けた実施施策を設定し、施策間の相互連携に

留意しながら進める 

・ 第一段階として、都心部ショーケースの形成を目指し、都心部における対策を展開していく 

・ 実施施策のうち、早期にハードの整備、導入を着手する「〈走る〉走行空間」について、自転

車走行空間整備に向けて、近年の社会的動向を踏まえた将来的な理想形を整理し、岡山市の道

路・交通状況から、当面の目標として基本となる考え方を示す 

 

 

 

 

 

 

  

自転車走行空間整備の基本方針 
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自転車走行空間ネットワーク（重点エリア） 

整備例：後楽園通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

後楽園通り 

市役所筋① 

市役所筋② 

本町柳町線 
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都心内に散在する駐車場 

先進事例 

(9) 駐車場の再編 

都心部で駐車場が占める敷地面積は約 15％と高くなっており、土地の高度利用や都心来訪者

の歩行・滞留空間を生み出していくためにも、公共交通での来訪を促すことで駐車需要を抑制す

るとともに、先進事例や支援制度を活用しながら駐車場の再編を図ることを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

駐車場の分布状況（2016）  （資料）岡山市調査※イトーヨーカ堂閉店前

（資料）国土交通省 
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駐車場再編に関する制度・支援 

 

 

立地適正化計画の中で駐車場配置適正化区域を位置づけることで、路外駐車場及び附置義務駐

車場施設に関する特例が認められます。 

 

 

 

  

（資料）国土交通省 
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トラフィックゾーンシステムの導入事例（ストラスブール市／フランス） 

(10) トラフィックゾーンの構築 

トラフィックゾーンシステムは、都心部での歩行・滞留空間の創出と自動車利用の両立を図る

もので、自動車でのアクセスを阻害しないで、通過車両をコントロールする手法です。ヨーロッ

パを中心に多くの都市の都心部で導入されており、これらの先進事例を参考にしながら、道路交

通の状況や、市街地再開発の動向、公共交通や自転車ネットワークとの連携などに留意し、今後

トラフィックゾーン構築に向けた検討を進めます。 
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トラフィックゾーンシステムの構築手順（ストラスブールの場合） 

県庁通り・あくら通り・西川緑道公園筋の自動車の通過交通量（休日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3

4 5

2

6

都心に向かう車を都心環

状道路に流す 

都心に進入する車はループ

式迂回道路に誘導する（都

心の通り抜けができない） 

都心にトラムを通過させ

る 

トラムが通過しない区域

にバス路線を設定する 
都心に歩行者専用区域

（トランジットモール）

を設ける 

楽しんで、自転車でまち

を通過できる 

CUS(Communaute Urbaine Strasbourg)資料を基に作成

1
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先進事例 

西川緑道公園筋「ホコテン」 

県庁通りの歩行空間拡幅 

(11) 歩行・滞留空間の整備 

都心部のにぎわいを取り戻すため、歩行空間の拡幅や道路上でのイベント開催など、道路空間

を歩行・滞留空間に再配分する取組みを進め、回遊性の向上を図ります。 

 
 

中心市街地にありながら水と緑が豊かな西川緑道公園。その魅力を活かして、市民協働による

新しいにぎわいづくりのため、歩行者天国「ホコテン」を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全で快適で「歩きたくなる」道路空間を創り出すため、県庁通りの車道を1車線化し、自転

車走行空間の新設や、にぎわいとゆとりを創出するための歩行空間拡幅を行います。 
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